
大学体育研究 23：29－47，2001  

美術とスポーツ  
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ますので，これがメインテーマとしで悩む部  

分です。この「再現と表現」をこの授業の縦  

糸として，これから紹介する具体例を見てい  

ただきたいと思います。   

続いて2番目のテーマの「オリンピックと  

芸術」。今年はオリンピック・イヤーというこ  

とで，この講義でも触れたいと思います。   

それから資料の右下に図1と図2がありま  

す。これは皆さんもご存じだと思いますが，  

相撲の「土俵の房色」と明日香の「高松塚古  

墳」です。最近「キトラ古墳」が再調査され，  

壁画と星宿図が話題になりました。古墳の中  

の東西南北の壁面には獣神が描かれています  

（注，高松塚古墳の両壁は盗掘による損傷の  

ために未確認）。さらに四方四色といわれてい  

るように，色彩も方角によって規定されてい  

るのです。これが皆さんもテレビで観たり実  

際に観に行ったこともあるかと思いますが，  

大相撲に非常に関係があるわけです。古墳も  

大相撲も時間がありましたら触れたいと思い  

ますが，きょうは主に「再現と表現」と「オ  

リンピックと芸術」ということになるかと思  

います。   

それでは大枠から進めたいと思います。   

資料の左上に抜粋したのですけれども，皆  

さんに「スポーツをテーマにした芸術で思い  

つく作品は」と尋ねたら，いろいろなものを   

おはようございます。只今ご栢介いただき  

ました太田です。私の専門は日本画制作です。  

日本画は美術における油絵とか彫刻などと同  

じく表現の一つですけれども，日本画とスポ  

ーツは直接的に関わりがあるわけではないの  

で，この講義を承るに際しまして私はいろい  

ろ悩んだり迷ったりするところがあったので  

すが，私が「スポーツをする人」をモデルに  

した「人の動きとその表現」をテーマに描い  

ていますので，その点で皆さんの参考になれ  

ばと思っているところです。   

きょうは配付した資料を基にして，私の作  

品や歴史上残されてきたスポーツに関わりの  

深いと思われる作品をスライドで紹介しなが  

ら，美術とスポーツの関係を考察してみたい  

と思います。   

さて，私はスポーツは好きですが専門家で  

はありませんので，取り留めのない講義にな  

らないかと不安ですけれども；少しでも流れ  

を把握していただけるようにと，資料にキー  

ワードを並べてみました。   

早速見ていただきたいのですが，テーマ1  

と2があります。テーマ1は「美術に釦ナる  

スポーツ～再現と表現について」です。私は  

日本画という「かたち」を残すところにおり  
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スポーツ，日常生活などが措かれています。   

その次に「未来派前後 ボッチヨーニ」と  

あります。これは20世紀初頭の1909年にイタ  

リアで興った美術運動があったのですが，美  

術史の中でもルネッサンスや印象派などと比  

べると注目度が低いようです。ところが私が  

共感するような「動き」をダイナミックに捉  

えた表現があるのです。その代表的な作家が  

イタリア人のウンベルト・ボッチヨーニ（1882  

～1916）です。   

それから，動きのフォルムを色彩で抽象的  

に表現したエコラ・ド・スタール（1914～1955）  

というロシア生まれのフランスの画家がいま  

したので紹介します。   

日本に眼を向けてみますと，スポーツでは  

ありませんけれども，「人や動物の動き」とし  

ては，装飾古墳壁画や正確には渡来のもので  

すが正倉院宝物の碁盤などの工芸品にも見受  

けられます。そして何より見落としてはなら  

ないのは数々の「絵巻」です。たとえば，『鳥  

獣戯画』という，人間社会の諸相をサルやウ  

サギ，カエルなどの動物に置き換えて，漫画  

風に措いたものがあるのですが，その中には  

相撲をとるカエルや，泳いでいるとも溺れて  

いるとも見える，水に浮かんでいるサルが描  

かれています。広く捉えれば，日本や東洋に  

も古くから「動き」を措いたものが多々見ら  

れます。   

それから彫刻ですが，ドガ（1834～1917）の，  

ダンサーやバレリーナの一瞬の動きを捉えた  

彫刻作品もよく知られています。未来派の彫  

刻作品も紹介します。   

日本人の彫刻家では石井鶴三（1887～1973）  

が相撲に大変興味を持っていて，美校（現在  

の東京芸大）在学中から相撲をとり始め，所  

属する春陽会の仲間と40歳過ぎても相撲をと  

っていたようです。さらに「彫刻と相撲」と  

いうエッセーでも「彫刻は塊の芸術である。  

彫刻的に見れば，力士は一つの塊りである」  

ので，「相撲を愛好する我々としては，相撲を  

答えて下さると思うんです。そのなかでおそ  

らく多くの方が最初にイメージするのは彫刻  

かもしれません。そして，この『円盤投げ』  

を答えるのではないかと思います。この作品  

については，三島由紀夫が1967年に「芸術新  

潮」という美術雑誌の「青年像の傑作を選ぷ」  

という特集に，次のような文章を書いていま  

す。   

「この有名な傑作については，今更喋々す   

るまでもあるまい。円盤投げの準備運動そ   

のままの写実のようだが，これほど青年の   

闘志が優雅に表現されたことはなかった。   

ゆたかな自信にあふれ，完璧なフォームを   

描きながら，眼も四肢もすべてが自分の投   

げようとする円盤に集中しているさまは，   

青年の闘志が自己放棄と結びついていると   

きに最も美しいということを暗示している。   

この青年に，かくも優雅で美しい姿勢をと   

らせているものは，思想でもなければ夢で   

もない。一個の手ごたえのある円盤なのだ。   

この世界の中で，一個の目的ある円盤と，   

みごとな肉体とを，二つながら所有してい   

る青年の幸福は完全である。そしてその幸   

福のなかに静かに誤っている闘志が，この   

世界で最も幸福な青年を，世界で最も青年   

らしい青年にしているのである。」   

そこで三島は，闘志・勝利・苦悩・理知・  

悲壮・安逸・英雄・憂鬱などの「青年期の8  

特性」について，それぞれに相応しいと考え  

た8作品を選びました。その中の「闘志」と  

いうところにF円盤投げ』を取り上げていま  

す。この像は模刻像でミュロンという彫刻家  

が模刻したので，名前とともに Fミュロンの  

円盤投げj とも呼ばれています。このように  

文学の作家が非常に興味を持って芸術を観て  

いたのです。（原作は紀元前450年頃の制作）   

さて①の「芸術のスポーツへの関心，ある  

いはスポーツと関わる美術」から，皆さんは  

古代ギリシャの壷絵（陶器画）を思い浮かべ  

られるかも知れません。壷には古代の神事や  
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絵画彫刻の題材として取り入れることになる  

のは，自然の勢いである」と綴っています。  

付け加えれば，石井鶴三は横綱審議委員会委  

員にもなりました。   

次の文芸・文学は美術とは離れますが，正  

岡子規・水原秋桜子・山口響子・佐々木幸綱  

らは野球・ラグビー・スケート・スキーなど  

のスポーツを詠んでいます。特に正岡子規に  

は野球を題材とした「ベースボール9首」と  

いう短歌がありまして，斎藤茂吉が絶賛した  

そうです。それから「俳句甲子園」とありま  

すが，これは昨年から始まったコンクール形  

式の俳句の催し物で，高校野球の甲子園大会  

に因み，「甲子園」を特別に季語に設定して募  

集をしたものです。余談ですが私の句も入選  

しました。   

さて，皆さんの中でrオリンボスの果実j  

という小説を読んだ方いらっしゃいますか。  

これは田中英光（1913～1949）が書いた小説  

です。この人は自らが早稲田大学在学中にボ  

ートの選手として1932年の第10回ロサンゼル  

ス・オリンピックに出場しました。その彼が  

船で一緒だった女子選手に恋をしたのですが，  

この小説では最初から最後まで恋情の告白や  

思い出について延々と綴っている私小説です。  

相手の女性も同じく学生選手で，走り高跳び  

に出場して9位に入賞しているのです。田中  

英光は太宰治から非常に褒められて，親愛の  

情を持っていました。そして文学の方でもい  

ろV】ろ発表していました。ところが太宰の自  

殺に大変な衝撃を受け，太宰の墓前で後を追  

l いました。それはともかくとして，当時のオ  
リンピック遠征について垣間見ることができ  

ますので，同世代の皆さんにも興味を持って  

読んでいただをナるものと思います。   

再び芸術関係に戻りますが，その他では写  

真とかデザインがスポーツに関わりがありま  

す。やはりスポーツというと「再現と表現」  

の問題が出てきます。見たままやそのままの  

動きだけでは物足りなさを感じる場合，特に  

スピード感やダイナミックさを表現しようと  

すると何らかの工夫がいるわけです。その手  

助けの一つとして写真の発明というのが画家  

や彫刻家に対して影響を与えてきたのです。  

今回はエドワード・マイブリッジ（1830～1904）  

という写真家を紹介しますが，彼の撮影した  

人や動物の動きの連続写真は，1900年代初め  

のデュシャンやベーコンなどの画家やロダン  

などの彫刻家に影響を与えたわけです。きょ  

うはそれ以外の画家になりますが，写真から  

非常にヒントを得て措いた作品がありますの  

で，これもお見せしたいと思います。   

それからデザインの方ですが，スポーツの  

大会そのものも数多くありますので，ポスタ  

ーから， ユニフォームのデザインやサポータ  

ーのグッズなどまで，かなり広範囲に関わり  

があると思います。またコマーシャルに登場  

することも多いですね。イラストレーション  

なども含めて紹介したいと思います。   

その下に「意味を込める（勝ち色等）」とあ  

りますね。今度のシドニーオリンピックの日  

本選手団のユニフォームのデザイン発表の席  

で，長野オリンピックでの活躍を引き継ぐ意  

味もあって，長野で使用した「勝ち色」を引  

き続いて使用する旨の発表がありました。こ  

の「勝ち色」は紺色のさらに濃く暗い藍染の  

色で，本来はこれを「褐色（かちいろ）」とい  

い，「勝ち」につながるとして，鎌倉時代の武  

士の間で非常に流行した色です。ハイテクの  

現代でもその色の縁起を担いで使用したとい  

うことです。   

実は私は本学の蹴球部のOB会会員証のデ  

ザインを頼まれたときに，ひと足早くこの「勝  

ち色」を使用しました。実際の印刷では紫が  

かった色になり，かえって高貴な印象のカー  

ドになりましたが，このように意味を込めて  

色を選ぶことがあります。   

東京大会・長野大会に人名が出ています。  

いずれもポスターのデザインを依頼されたデ  

ザイナー（亀倉雄策）と画家（桶谷幸二）で  
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発生しました。再現すればするほどマイナス  

イメージが働くこともあり，表現における再  

現の度合いが当初からの難題です。美術，つ  

まりファイン・アートとイラストレーション  

との境目や，芸術写真と記録写真の境目はど  

こかということは非常に難しい問題です。は  

っきりした境界線というのはないとは思うの  

ですが，何となく感じるところがあり，そこ  

にこだわりと注意をして表現したつもりです。  

この間題についてはスライドを見ながら一緒  

に考えてみたいと思います。   

それから「叫瞬と連続」，つまり「瞬間性と  

連続性」という問題があります。ある「かた  

ち」を捉えようとクロッキーをしたり，カメ  

ラマンなら写真に撮る場合があります。その  

際どの瞬間を捉えるかという選択の問題があ  

ります。このタイミングを掴むには，前後の  

連続した流れも知らないといけません。花で  

例えても良いと思いますが，花の給を描こう  

と思ったときは「あるかたち」の前後，つま  

りツボミから枯れるまでの流れを知らないと  

そのタイミング，いわゆる欲しいかたちの「描  

き時」を逃してしまいます。ですからスポー  

ツでも，「動きのかたち」を把握しようと思っ  

た場合には，動きの流れとしてその前後を見  

ていないと，良いかたち（フォルム）という  

ものがなかなか把握できないのではないかと  

思います。   

また「分割・異形・同時同図・同時異図・  

異時同図・異時異図」とあります。どういう  

ことかといいますと，例えば画面を分割して  

制作する，四角以外の形の画面に描く，一つ  

の画面にはある時間を限定する，分割画面を  

利用して変化する時間を数枚に分けて描く，  

一つの画面に様々な時間の事象を措く，複数  

の画面に複数の時間の事象を描くということ  

です。人体でいえば，異なるポーズの組み合  

わせや同じポーズの連続や移動・左右反転・  

天地逆転なども時間性や動きの表現のヒント  

としてあるわけです。  

すが，桶谷氏の競技別公式ポスターにはスキ  

ーやスケート他の競技団体からクレームがつ  

きました。争点は「再現と表現」でした。   

選手ではない我々がスポーツと親しんだり，  

観る側として接するということであれば，  

「Number」のような雑誌の役割は大きいと思  

います。私は創刊からよく読んだり見ていま  

した。これはアメリカの「SportsIllustrated」  

というスポーツ雑誌に似ているようですが，  

そういえば昔はいろいろな種目のスポーツを  

写真やイラストで多角的に構成し編集してい  

たはずです。確かシンクロナイズド・スイミ  

ング選手時代の本間先生も掲載されていまし  

た。しかし最近は表紙もサッカーや野球，Fl  

などに偏っているように思いますね。このよ  

うな雑誌ではスポーツと芸術がかなり密接な  

関係にあるように思います。   

②のところに「作品制作における主題（テ  

ーマ）あるいはモティーフとしてのスポーツ  

の可能性」とあります。これは私が描く側に  

いますので，その紹介の意味を含んでいる部  

分です。偶然スポーツを描くことになった訳  

ですが，そのきっかけを紹介したいと思いま  

す。描くということでは，いろいろ考えなけ  

ればならないことがあります。構想から始ま  

り，画面構成やスポーツの場・状況・共感・  

感動・匿名性・普遍性などのキーワードを辿  

っていくと，どうやって私が絵を創っていく  
かということが理解していただけるかと思い  

いますが，この中でも私が一番興味を持って  

いるのは「動きのかたち」という部分です。  

普通は美術のモデルさんを描くのですが，時  

に行き詰まってしまうことがあるのです。そ  

の打開策として，男女・老若・単・組・固定・  

ムービング・小道具の使用などで工夫をする  

のですが，初めてスポーツを措いた年は「動  

きのある人物像」が欲しくて因っていた時に  

ふと「スポーツ」が思い浮かび，その後のシ  

リーズで措くきっかけとなったのです。と同  

時に「再現と表現」の関係についての問題も  
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それから，その他のところに「説明と暗示・  

限定・匿名性・普遍性」などがあります。こ  

こにさきほどの美術とイラストレーションの  

境目のヒントがあるように思います。例えば，  

背番号や名前，あるいはユニフォームのデザ  

インなどを再現すればするほど限定されます。  

ときにはどのチームの誰というところまで特  

定されます。これらは美術では果たしてどう  

なのかという問題がでてきます。一方，商品  

をアピールする必要のある場合は美術とは全  

く逆の感覚をもって作品化しなくてはなりま  

せん。このようなことを考えながらスポーツ  

の芸術における表現の可能性を考えたいと思  

います。   

その下の「スポーツの美的要素」について  

です。スポーツは「遊戯」から発生したとい  

われていますが，そこには時間性・空間性・  

強靭性・巧撤性・愉悦性・雅味などの諸要素  

が内在しています。（膠部鴬美『スポーツの実  

学』より）   

右側のページに移りますが，ここでもクル  

ト・マイネルの著した『動きの感性学』から  

抜粋してあります。そのなかで「実の体験成  

立の条件として，すばらしい体をもって行動  

する人の美しい動きだとか，芸術的感性を持  

った観照者が必要である」と述べていますが，  

そこに私はたいへん深いものを感じます。   

本学のキャンパスで芸術と体育が隣あって  

V）ることに私は非常に意味があると思ってい  

ます。芸術もスポーツも，ある部分では「表  

現する」ということで共通するところがある  

のではないかと思います。ただし，スポーツ  

の「表現性」を措こうとすると「表現の二重  

写し」ということになります。それではまず  

いので，どこをどのように捉えて，エキスを  

表現に繋げていかなければならないかという  

ことがまた大きな閏層になると思います。い  

ずれにしても私はやはり「表現」の方に興味  

があります。   

以上，スライドを見る前の予備知識として  

お話ししました。   

それでは，早速スライドをお願いします。  

【スライド①】   

これは最初に紹介した『ミュロンの円盤投  

げ』です。この石膏像が芸術の大石骨董にあ  

りますが非常にリアルです。筋肉の量感やね  

じるような全身の動きが力強く再現されてい  

る印象ですが，再現しつつ表現しているので  

はないかと思います。表現という要素にはデ  

フォルメなどがありますが，何かを表現する  

ための「強調」が行われます。しかし実際，  

外国人を見ると骨格も大きく，筋肉も隆々と  

していますので，あまり見ないで「あっ，強  

調している」と思っても，それは誤りである  

ことが多いのです。美術でデッサンする石膏  

像の体型は初め「ウソだろう」と思っていま  

したが，実際見ると「ああ，あれは本当だ」  

と思い直したものです。それほど外国人との  

体格の人種差・民族差があるようですが，そ  

れでもこの像は理屈抜きに美しいと思います。  

【スライド②】   

ここから数点はギリシャの壷に描かれた絵  

を見ていただきます。スポーツは昔，神々を  

崇め奉る祭りにも使われていましたので，神  

話的なテーマとともに題材として描かれまし  

た。これは紀元前8～9世紀ごろに描かれた  

といわれています。様式的には「黒絵（巣像）  

式」といい，粕薬のかかった表面を削ってか   
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せんので，壷絵でその面影を辿ることになり  

ます。ここでも，筋肉の練や骨格を表す細い  

線は削り取ったものです。赤絵式に比べると  

非常にシャープに表情が捉えられているとこ  

が大きな違いです。（反転して映写）  

【スライド⑤】   

たちを描き出しています。ですから非常に細  

かいところまで表現できるのです。これはバ  

ナテナイア祭用アンフォラ（貯蔵壷）です。  

【スライド③】   

これは短距離走です。腿を高く上げて走っ  

ていることがわかります。この絵では，全て  

の選手の左脚が前に出ています。削った線の  

おかげてシャープな印象をあたえています。  

陶器に描かれた古代スポーツの種類はまだ他  

にもあります。  

【スライド⑥】   これは「赤絵（赤像）式」という様式で，  

黒絵式とは逆に人物のところは塗り残したり  

削ります。これはF戦士訣別図」です。「黒絵  

式」と「赤絵式」の二つの様式を理解して，  

違いを感じてください。  

【スライド④】   

古代オリンピックはゼウス信仰に基づく祭  

典競技です。その中でおこなわれたスポーツ  

の絵です。走る競技は長距離走・中距離走・  

短距離走の3種目がありました。これは長距  

離走です。専門家はこの走り方で種目も分か  

るようです。ギリシャ絵画は殆ど残っていま  

これは泳ぐ人です。水中なのか，下の方に  

魚がいます。それで暗示しているのかも知れ  

ません。これは「赤絵式」です。日本画では，   
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これはボクシングです。手にはグローブの  

代わりに柔らかい皮紐を巻き付けて戦ってい  

ます。当時のルールでは相手がギブ・アップ  

するまで殴り合いが続いたそうです。他にも  

「パンクラチオン」という戟技があり，えぐ  

る事，噛みつく事以外は，首を締める，関節  

をはずす，指を折るなど何でもオーケーとい  

う大変過激な格闘技もあったそうです。  

【スライド⑩】   

筆の毛一本で描くこともあるので，多少疑問  

に感じますが，壷絵の場合は削った線による  

「黒絵式」のほうがより細かな表情が描ける  

ようですが，表情の硬軟の印象がだいぶ異な  

ります。  

【スライド⑦】   

これは走り幅跳びです。手に持っているの  

は「ハルテーレス」という跳躍用おもりで，  

持ちながら助走して跳びました。1．5～4．5キ  

ログラム程の重さだそうです。  

【スライド⑧】   

時代は飛びますが，20世紀の初頭に移りた  

いと思います。ここでは「未来派」というイ  

タリアで興った美術運動を紹介します。これ  

はボッチヨーニが描いたーサッか一遇手のダ  

イナミズム』（1913年193．2×201cm）という  

絵です。人物の曲線的な要素に人工的な直線  

的な要素を絡め，光線を斜めの線として取り  

入れるというような作品が多く生まれました。  

「未来派」は詩人のマリネッティーが，機械  

とスピードの美学が，現代文明を賛美する文  

化イデオロギーにとっての絶対的な原理であ  

るとして，「われわれは危険なるものへの愛を  

歌うであろう。エネルギーの習慣を，大胆さ  

を歌いあげよう…。われわれは，この世の輝  

きが速度の美という新しい美によっていっそ  

う豊かなものとなったことを宣言する。爆発  

する息を吐き出す蛇のような太い管で飾られ  

た競走用自動車…機関銃のように素早いあの  

鳴嘩する自動車はけモトラケのニケjの像   

このことについて調べていたらこのような  

図がありました。これで反動をつけて跳んで  

いるということが理解できました。実験して  

みると，おもりの効果はあるそうです。  

【スライド⑨】  
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の『フットボール選手たち』（1912～13年 226×  

182．8cm）という題名の絵ですが，フットボー  

ルといっても，アメリカン・フットボール，  

サッカー，ラグビーなどさまざまです。ボー  

ルを抱えていることからラグビーのようです。  

しかしアメ・フトが1869年に考案されたそう  

ですから確認の必要があります。当のラグビ  

ーは1823年に始まったとされています。さて，  

この作品の制作年代は未来派運動の初期とな  

ります。このように形をずらしたり分解する  

制作方法がよくわかる作品です。  

【スライド⑲】   

よりも美しい」と「未来派宣言」を『フィガ  

ロ』紙に掲載しました（1909年）。当時の若手  

芸術家や詩人などが非常に影響を受け，特に  

イタリアを中心に広まったものです。絵では，  

「一枚の絵＝一つのかたち」というものから  

多視点的な表現に変わり，原色の鮮やかな色  

使いも相まった躍動感のある画面が特徴です。  

【スライド⑪】   

これはジャコモ・バッラ（1871～1958）の  

作品です。何に見えますか。モティーフは鳥  

です。画題は rアマツバメ・動線と動きの反  

復』（1913年 96．8×120cm）です。アマツバ  

メが左から右に飛んでいるのですが，速度を  

表現しようと形を連続的に描いているのです。  

画面の波線が大きな動きの流れをつくってい  

ます。  

【スライド⑭】   

これはセヴエリーニ（1883～1966）の『踊  

り子のダイナミズム』（1912年 61×46cm）で  

す。新印象主義の点描とキュビスムの分割の  

技法を融合させて表現しています。この時代  

のキーワードに「ダイナミズム」があり，画  

葛にもよく使用されました。  

【スライド⑩】  

これもジャコモ・バッラの作品です。これ  

は分解写真をそのまま利用して描いたような  

作品です。何本も脚を描くことによって動き   これはフランス人のグレーズ（1881～1953）  
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【スライド㊥】   を表していますが，漫画で見られる表現と通  

じるものを感じませんか。上のフォルムはな  

んでしょうか。散歩をさせる人かもしれませ  

ん。地面にはなにも措かないで，直線だけで  

移動する空間を表現しているのです。画題は  

F鎖につながれた犬のダイナミズム』（1912年  

89．9×109．9cm）です。  

【スライド⑯】   

現代ではどうかといいますと，「マルチスト  

ロボ」を使用して撮影するとまるで千手観音  

のような写真になります。分解された姿を一  

枚に写し込むと，ある種のリズムや動感が生  

まれるようです。  

【スライド⑱】   

これは写真が美術にどのような影響を与え  

たかを示すものです。ここに紹介するマレー  

（1830～1905）という人は生理学者ですが，  

写真の研究にも力を入れました。これは黒い  

衣装を着た人間の側面にマーキングをし，左  

から右へ歩くところを連続写真で撮影したも  

のです。  

【スライド⑯】   スポーツとなると，例えばこのような体操  

競技の鉄棒に見られる大貴輪があります。こ  

のようなマルチストロボを使用した分解写真  

は競技選手の技術研究にも利用されますが，  

さきほどの『アマツバメー』の作品の動き  

の表現もより理解されるかと患います。  

【スライド⑯】   

これはそのための白線のついた黒服を着た  

人の写真です（1883）。時代的には未来派より  

も早いので，未来派が影響を受けたと考えら  

れます。  

写真の世界では，イギリス人のエドワード・  

マイブリッジを取り上げます。彼は『ザ・ヒ  

ューマン・フィギュア・イン・モーション』   
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ます。この写真集には他にもさまぎまな「動  

き」が掲載されていました。  

【スライド㊧】   

と Fアニマルズ・イン・モーション』という  

写真集を出版したのですが，男・女・子供・  

老人や動物などの「動き」をフイルムに収め  

ました。動物では馬が有名ですが，猫・牛・  

ラクダ・象・ロバ・トラなどの他にも，鳥で  

はハトやダチョウなどをモティーフにして，  

「タロマトグラフ」と呼ばれる方法で連続写  

真を撮影しました。このスライドでもわかる  

ように，同じポーズを前・後ろ・横などから  

レールに載せたカメラを移動しながら撮影し  

ています。「キネトスコープ」の発明（1889年）  

をしたエジソンよりも前にこのような「動き」  

の研究を行ったということで，モーション・  

フォトグラファーとして知られる写真家です。  

【スライド⑳】   

もう一点マルチストロボ使用の写真を紹介  

します。飛び下りる連続写真ですが，作品と  

してみるとこれまでの数点とは雰囲気が大き  

く異なります。光の方向や量が人体の動きの  

のフォルムを美しく浮かび上がらせています。  

【スライド⑳】   

これはその Fザ・ヒューマン・フィギュア・  

イン・モーション』の表紙です。美術や写真  

を学ぶ者のなかでは有名な写真集です。イギ  

リス人の画家フランシス・ベーコン（1909～  

1992）も影響を受け，彼との交流の中からい  

ろいろな作品を描いたことは有名です。  

【スライド㊨】   

これは先程の「未来派宣言」に出てきた『サ  

モトラケのニケjです。ある靴のメーカーが  

社名に使っていますが，「勝利の女神」として  

知られています。この像の高さは2．45メート  

ルぐらいあるのですが，実物は大理石製でル  

ーブル美術館にあります。芸術の大石膏室に  

も石膏像がありますので是非ご覧ください。   

これは篠山紀信の作品の一部です。彼もマ  

ルチストロボで歩く姿の連続写真を撮ってい  
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そのメーカー（ナイキ＝ニケ）はデザイン・  

ポリシーとして「もっと速く走りたい・より  

高く跳びたい・撃深に見せたい」を掲げてい  

ますが，このようなものからイメージを作っ  

たのかもしれません。  

【スライド⑳】   

掛けからお見せします。これは一昨年のサッ  

カーの天皇杯です。本学の蹴球部が勝ち進ん  

で，Jリーグの鹿島アントラーズと戦うことに  

なりましたので私も応援に行きました。表紙  

を飾る写真は私の写真以外にも様々な方から  

協力をいただいていました。これは学内の写  

真店の方が蹴球部のために撮影した写真です  

が，この写真では筑波の渡辺選手がドリブル  

で突破するように見えますので「ドリブルで  

突破する渡辺選手」と見出しをつけましたが，  

左端の相馬選手が気になりますね・＝。  

【スライド⑯】   

これは学内広報誌の「Students」の表紙で  

す。私は学生担当教官室で1年間表紙を担当  

していましたが，新春に相応しい躍動感のあ  

る表紙を作ろうと，大石膏室のニケ像を連続  

写真風にレイアウトしたものです。下は大洗  

の海を事務の方が撮影してきたので，それも  

使いましょう，と組み合わせました。後日知  

ったのですが，このニケ像は軍艦の舶先に降  

り立った瞬間を表したのだそうです。私は羽  

化した両手で飛び立つ瞬間かと思っていまし  

たので意外でした。いずれにせよ，偶然とは  

いえ海の写実と結びついてホッとしました。  

【スライド㊧】  

この写真の大きさを僅かずつ変えて，先程  

のニケと同様に3枚をつなげました。すると  

さらに突破するように見えるのですが，この  

場面の連続写真を見ると，このあと渡辺選手  

は「これぞプロの洗礼」とばかりに相馬選手  

に首のあたりを掴まれて倒されていました。  

ですから「突破した」とは書けなかったんで  

すね。でも勢いのある写真で表紙が活き活き  

したのではないかと…手前味噌ですか。  

【スライド㊨】   

本題に戻りますが，動きをあらわす表現方  

法の一つである「プレ」を紹介します。これ  

はシャッタースピードが15分の1で撮影され  

た水泳の写真です。写真のプレは動感表現と  

してよく使われる手法ですが，絵画にも応用  

されることがあり，輪郭線の解釈と表現によ   この次に紹介する「Students」の表紙の仕  
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チャロヴァ（1883～1962）の『自転車に乗る  

人』（1913年 78×105cm）という作品です。  

ここにも「ずらす」という手法が見られ，こ  

の作品では控えめにイタリア未来派の刺激を  

受けた「レイヨニスム（光輝主義）」と呼ばれ  

る抽象的表現をしています。  

【スライド⑪】   

って動きを表している作品もあります。  

【スライド㊧】   

これは未来派のカルロ・カッラ（1881～1966）  

の作品です。泳ぐ人を描いていますが，写真  

とは異なる解釈のエ夫が見られます。画題は  

r泳ぐ人たち』（1910年105．3×155．6cm）で  

す。  

【スライド⑳】   これはボッチヨーニの F自転車に乗る人の  

ダイナミズム』（1913年 70×95cm）です。自  

転車に乗る人とともに，取り巻く空気までも  

が分解され大胆に再構成されています。  

【スライド㊨】   

自転車を描いた作品を3点紹介します。こ  

れはアメリカ人のライオネル・ファイニンガ  

ー（1871～1956）の作品です。画題はF自転  

車競争』（1912年 80．3×100．3cm）です。キ  

ュビスムの影響からタイヤ以外は人までも直  

線的に描かれています。  

【スライド⑲】   

これはロシアの女性画家のナタリア・ゴン  
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このようなものがあります。「舞い」の姿でし  

ょうか，非常に穏やかで静かな動きの表現と  

いえるでしょう。  

【スライド㊥】   

未来派の彫刻作品を紹介します。これはポ  

ッチヨーニのF空間の中の連続した単一の形  

態』（1913年119．7×86．4×82．2cm）です。  

彼は絵画のみならず彫刻にも連続運動を求め  

て行ったということです。抽象的な形として  

の動きというよりは，逝に動きから出る表情  

を追ったように思います。何となく崩れてい  

たり，なびいているような表現がありますが，  

ある意味では具象的にも感じます。  

【スライド⑲】   

再び現代にもどりますが，これは石井鶴三  

のブロンズ彫刻です。r若乃花・横綱土俵入り』  

（1962年 高さ55cm）という先代の若乃花の  

リアルな像ですが，これは当時，年間の最優  

秀力士に彫刻作品を贈る制度があり，そのた  

めに制作したものです。  

【スライド㊥】   さきにドガの踊り子の話をしましたが，日  

本でもこのような作品もあります。これは，  

掘進二（1890～1978）のr舞踏jです。高さ  

は160．5cmあり，ブロンズ像です。  

【スライド㊨】  
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これも石井鶴三のブロンズ彫刻です。F上手  

投げ決まる』という作品名ですが，横綱審議  

委員会委員をつとめる程でしたから，このよ  

うな「技」にも非常に興味を持って見ていた  

と思われます。  

【スライド㊨，⑲】   

石井鶴三は水彩画も描きました。2点紹介  

します。   

時代をさかのぼると，飛鳥時代の造形物に  
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【スライド㊥】   

【スライド㊥】   

これは挿絵画家としても活躍したアメリカ  

のジョ“ジ・ベローズ（1882～1925）のリト  

グラフです。このボクシングの絵には記録性  

が求められていたようです。そうなると写真  

同様の事実を残さなければなりませんので，  

再現性をおろそかにして表現に偏ってはいけ  

ないわけです。これはヘビー級のタイトルマ  

ッチの試合を描いたものですが，むしろ写真  

では捉えきれない，観客やレフェリーの顔ま  

でも同時に描いているようです。ある意味で  

は一枚の写真より記録性があるとも言えるで  

しょう。  

【スライド⑲】   

これは「勝ち色」にこだわったデザインの  

例です。下の方にあるのが蹴球部の依頼で制  

作したものです。中央の校章の「五三の桐」  

を挟むように，サッカーボールの五角形を組  

あわせました。それから上のものは，体育科  

学系の森岡理右先生の退官記念誌の表紙に私  

の日本画作品を使っていただいたものです。  

ちなみに白黒のボールはデザインの先生が加  

えたものです。  

その私の作品を見ていただきます。これは  

Fカミと守れj（1996年181．8×227．3cm）と  

いう作品です。秋の公募展への2点の出品作  

晶のうち，1点は母子像を描いていたのです  

が，もう1点がどうしても決まらないのです。  

ぽんやりと「動きのある人物画」ということ  

は決まっていました。ふと，数日前にアトラ  

ンタ・オリンピックでサッカーの日本代表が  

ブラジルに1対0で勝った試合を観ていたこ  

とを思い出しました。そこで「動きのある人  

物画」としてサッカーの絵を措こうというこ  

とになりました。サッカーは私もゴール・キ  

ーパー（以下GK）として経験のあるスポーツ  

でしたから，「守護神」といわれるGKを主役  

にした絵を描くことに決めました。さっそく，  

テレビでは分からない部分を筑波の蹴球部の  

練習を観てスケッチしようとグランドに行き  

ました。余談ですがグランド脇でスケッチを  

していましたので，スパイに思われたかどう   
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その中からもう1点。ご覧のようにGKのセ  

ービング姿です。この時もグランドまでスケ  

ッチに行きましたが，さきほどもお話しした  

ように，動きの流れ，その「かたち」の前後  

がわからないとポーズも絞り込めないのです。  

GK練習やシュート練習を観ていると，繰り返  

して現れる「かたち」が見えてきますので，  

制作の必要に迫られるとグランドに行ってい  

ました。（1997年181．8×227．3cm）  

【スライド⑭】   

か分かりませんが，監督が近づいてきました  

ので，思わず「お邪魔しています」と挨拶を  

して誤解を解いていただきました。この作品  

でも「再現と表現」の難題に苦心しました。  

公募展では気に入っていた母子像ではなく，  

こちらが入選しました。GKの「神の声」のさ  

らに後ろにある「カミ」を描こうとおもって  

描いたものです。  

【スライド⑩】   

もう1点私の絵を紹介したいと思います。  

これは現在続けているrMotionjというシリ  

ーズの作品です。昨年の6月に本学で6大学  

陸上競技大会がありました。基本的な運動の  

フォルムに興味がありましたので観戦にいき  

ました。その時の選手の走る姿や走り幅跳び  

の「動き」が魅力的で，それで何かを表現で  

きないかと思い，連続運動として画面に残そ  

うと描いたものです。画題はFMotion一連続  

とも不連続とも－』（1999年182．0×354．5  

cm）です。  

【スライド㊥】   

蹴球部の先生方との御縁から，森岡先生の  

退官記念パーティーに，記念誌の表紙を担当  

したということで招かれました。その時，こ  

れは31年前の本ですが，著者の岡野俊一郎氏  

と，このページの模範演技をしていた横山謙  

三氏を御紹介いただき，サインをしていただ  

きました。横山氏はメキシコ・オリンピック  

で日本が銅メダルを獲得した当時，小学生だ  

った私の憧れのGKで，ファンレターでサイ  

ンをお願いしてもいただけなかったものが，  

サッカーではなく日本画を描いていたことで  

29年後にいただけたという不思議なエピソー  

ドです。  

【スライド⑲】  

私は暫く『カミと守れ』を連作しましたが，  
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また作家の作品に戻ります。これはアンリ・  

ルソー（1844～1910）のFフットボールをす  

る人々j（1908年100．5×80．5cm）です。プ  

リミティブな表現で知られているルソーです  

が，ここでも独創的でユーモラスな表情があ  

ります。当時のユニフォームもわかります。  

【スライド⑯】   

に影響を受けましたが，立体派と融合した「オ  

ルフィスム」をうちたてました。色彩は野獣  

派のように強烈です。  

【スライド⑱】   

次はある意味で，私にとって最も大事な画  

家になりますが，ロシア生まれのニコラ・ド・  

スタールのrバルク・デ・プランスの一夜』  

（1952年 200×350cm）です。私はアトランタ・  

オリンピックのサッカーの試合がきっかけで  

作品を措いたとお話ししましたが，この画家  

を調べていくうちに，彼がフランス対スウェ  

ーデンのサッカーのナイト・ゲームを観てか  

らこの作品を描いたことがわかりました。「う  

わ－，同じことをする人がいたんだ」と思い  

ました。この作品は鮮やかな色面で構成され  

ています。ド・スタールはグランドの中を走  

り回るユニフォームを着た選手たちの動きに  

興味を持ち，スペクタクルとパターンに魅せ  

られ，「天と地の間に，赤や青の草の上を1ト  

ンものかたまりがすっかり我を忘れ，一団と  

なって走り回るさまは，とても本当とは思え  

ない。なんという喜び…」と手紙にも書き記  

しています。この場合は単なる再現ではなく，  

強い「表現」を含んだ「再現」と言えるかも  

しれません。  

【スライド㊥】   

これはロベール・ドローネー（1885～1941）  

の作品です㌦フットボールJ（1916年 24．5×  

20cm）と題されています。画面には文字も構  

成要素の一つとして措かれています。未来派  

そのドローネーの素描的な作品です。画題  

は『フットボール』（1918年頃 31×29cm）で  

す。このような作品から構想がまとめられて  

制作へと展開することもあります。  

【スライド㊥】   

これはマックス・ペックマン（1884～1950）  

というドイツ人画家の作品です。Fラグビーを  

する人々』（1929）という画題で，大きさは縦  

213cm，横100cmあります。力強い筆致で，よ  

り構成的なものに強い希望や憧れを持って創  

作した象形的表現主義の代表的画家です。   
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【スライド㊥】   【スライド⑲】   

日本の自動車メーカーの雑誌広告です。こ  

のような広告では製品のためのコピーも含め  

てのデザインやレイアウトがなされます。  

【スライド㊥】   

スポーツがポスターなどに使われている例  

をいくつか紹介します。これはタイヤメーカ  

ーの雑誌広告です。「雨天時の速くて安定した  

走り」のイメージなのでしょう。  

【スライド㊥】   

これもタイヤメーカーです。同じようなイ  

メージ表現です。もう1点紹介しますが，自  

動車関連メーカーの広告には「走るシーン」  

が目立ちます。  

これは住宅メーカーの広告です。飛び込み  

のフォルムとの組み合わせです。   

－45－  



【スライド㊥】   

しています。  

【スライド㊥】   次いで，これは新体操の世界選手権のポス  

ターです。なお，ポスターは4種目それぞれ  

独立して作られています。写真による同一フ  

ォルムの「ズレ」を利用した例です。  

【スライド⑯】   

画家ならではの表現のエ夫について紹介し  

ます。これはフランス人のロマン主義の画家  

テオドール・ジェリコー（1791～1824）のFエ  

プソンの競馬』（1821）という作品です。次に  

紹介するマイブリッジの写真との比較になり  

ますが，このように馬の前脚と後脚の動きの  

組み合わせで，このようになるかたちは実際  

には起こりえないのですが，我々に動感とか  

躍動感を感じさせ，何よりも走っているよう  

に見せてくれています。なおジェリコーは馬  

好きな画家でしたが，落馬で命を落としてい  

るのが何とも皮肉です。  

【スライド⑱】   

これはマイブリッジが撮影したの馬の連続  

写真です。脚の動きはご覧のようになってい  

ます。画家の工夫がおわかりいただけると思  

います。（反転して映写）   

これはサッカーの国際試合のポスターです。  

写真を基に描いているようですが，先程の「再  

現」の問題ではユニフォームや文字のたぐt）  

を措いていけばいくほど選手が特定されます。  

見る人に特定のイメージを与えるのか，ある  

いは普遍的な部分で訴えるのかが分かれ目と  

なります。  

【スライド⑯】   

同じくサッカー関連ですが，こちらの方が  

かたちを崩しつつ強いイメージを与えようと  
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見抜く楽しみを持ってはどうでしょうか。   

さて「芸術とオリンピック」について触れ  

る時間がなくなってきましたので一つだ仇  

かつて芸術が「競技部門」として存在したこ  

とを知っていただきたいと思います。芸術競  

技は1912年のストックホルム大会から1948年  

のロンドン大会までの間の7大会で開催され  

ましたが，ベルリン大会の絵画部門では日本  

画家の藤田隆治（1907～1965）がFアイスホ  

ッケー』という作品で銅メダルを獲得してい  

ます。しかし参加者のプロとアマの同時参加  

の問題や，作品の移動・保管，そして現在の  

体操競技などでも話題となる審判員の公正判  

定の問題などがあり，競技としてはなくなり  

ました。現在は競技ではなく「芸術展示」と  

して参加するイベントになっているようです。  

今年のシドニー大会にむけてのIOCの文化プ  

ログラムに芸術があり，芸術の日本画の学生  

も応募して国内審査を経て国際審査までいき  

ました。マスコミではなかなか紹介されませ  

んが，オリンピックと芸術にはそのような関  

係があります。   

最後は時間切れで，まだまだ紹介し残した  

部分もありますので，かなり心残りですが，  

これで終わりにしたいと思います。どうもあ  

りがとうございました。  

（本稿は当日の授業の記録を基に，一部補足・  

修正を加えました）  

【スライド⑲】   

同じ例が日本にもあります。これは17世紀  

に描かれた，京都醍醐寺にあるF調馬図』（17  

世紀前半 重要文化財）ですが，左下の黒Vl  

馬に注目してください。前脚と後脚の組み合  

わせに工夫が見られます。カメラが写し出し  

たという「事実」と違っていても，写真が発  

明される以前に，動きを感じる感覚や表現の  

工夫が洋の東西を問わずにあったことに驚き  

ます。そのようなことは，人間を描く際も同  

様です。皆さんがもし表現することがある場  

合には，どこをどうしたら訴えたいことが伝  

わるかということを考えていただきたいと思  

います。また，鑑賞する際には，その工夫を  
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